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(57)【要約】
ベースステーション及び複数の照明ユニットをもつ照明
システム、及び係る照明システムを制御する方法が開示
される。それぞれの照明ユニット１２は、光源１４、コ
ントローラユニット１８及び関連するコンフィギュレー
ションデータを有する。受信機２０は、たとえば無線と
いった照明ユニットにより共有される媒体を通して制御
コマンドを受信する。ベースステーション１０は、コン
フィギュレーションデータを記憶するためにコンフィギ
ュレーションメモリユニット３４を有する。中央処理ユ
ニット２４は、照明ユニット１２に制御コマンドを送出
するために送信機３８を使用する。照明ユニット１２は
、コンフィギュレーションメモリユニットに記憶される
データを使用してアドレスされる。照明ユニット１２は
、シーケンシャルに動作される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースステーションと、
　複数の照明ユニットとを有し、
　それぞれの前記照明ユニットは、
　前記照明ユニットに関連するユニットコンフィギュレーションデータと、
　光源と、
　前記光源を制御するために構成されるコントローラユニットと、
　全ての照明ユニットにより共有される媒体を通して前記コントローラユニットのための
制御コマンドを受信するために構成されるデータ受信手段とを少なくとも有し、
　前記ベースステーションは、
　前記共有される媒体を通して前記データ受信手段に制御コマンドを送出するために構成
されるデータ送信手段と、
　前記ユニットコンフィギュレーションデータを記憶するコンフィギュレーションメモリ
ユニットと、
　前記照明ユニットを順次に駆動するために制御コマンドを送出する前記データ送信手段
を駆動するために構成される中央処理ユニットとを少なくとも有し、
　前記照明ユニットは、前記コンフィギュレーションメモリユニットに記憶されるデータ
を使用して動作する、
ことを特徴とする照明システム。
【請求項２】
　前記データ受信手段及び前記データ送信手段は、無線の媒体を通して通信するために構
成される、
請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記ベースステーションは、前記照明ユニットから前記ユニットコンフィギュレーショ
ンデータを無線で読み取るために構成されるベースコンフィギュレーションインタフェー
スを更に含む、
請求項１又は２記載のシステム。
【請求項４】
　前記ベースコンフィギュレーションインタフェースは、短距離の無線インタフェースで
ある、
請求項３記載のシステム。
【請求項５】
　前記照明ユニットは、前記ユニットコンフィギュレーションデータを含むＲＦＩＤタグ
をそれぞれ含み、
　前記ベースステーションは、前記ＲＦＩＤタグを読み取るためのＲＦＩＤリーダユニッ
トを更に含む、
請求項４記載のシステム。
【請求項６】
　前記照明ユニットは、前記ユニットコンフィギュレーションデータを含むバーコードを
それぞれ含み、
　前記ベースステーションは、前記バーコードを読み取るためにバーコードリーダユニッ
トを更に含む、
請求項４記載のシステム。
【請求項７】
　前記ベースステーションは、
　少なくとも複数のアプリケーションプログラムを記憶する不揮発性アプリケーションメ
モリユニットと、前記アプリケーションプログラムは、前記照明ユニットの動作シーケン
スをそれぞれ記述し、
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　前記アプリケーションプログラムの間で選択するために構成される入力手段とを更に有
する、
請求項１乃至６の何れか記載のシステム。
【請求項８】
　前記照明ユニットは、電気エネルギーを伝達するために構成されるエネルギー蓄積ユニ
ットを更に有する、
請求項１乃至７の何れか記載のシステム。
【請求項９】
　前記照明ユニットは、前記光源の動作シーケンスを記述する少なくとも記憶されたプロ
グラムをもつアプリケーションプログラムストレージをそれぞれ有し、
　前記コントローラユニットは、前記制御コマンドの制御及び／又同期の下で記憶された
プログラムに従って前記光源を制御するために構成される、
請求項１乃至８の何れか記載のシステム。
【請求項１０】
　制御コマンドを送出するために構成されるデータ送信手段と、
　ユニットコンフィギュレーションデータを記憶するコンフィギュレーションメモリユニ
ットと、
　照明ユニットを順次に駆動するための制御コマンドを送出するために前記データ送信手
段を駆動するために構成される中央処理ユニットとを少なくとも有し、
　前記照明ユニットは、前記コンフィギュレーションメモリユニットに記憶されたデータ
を使用して動作する、
請求項１乃至９の何れか記載のシステムで使用されるベースステーション。
【請求項１１】
　無線インタフェースにより読み取られるコンフィギュレーションデータを記憶する手段
と、
　光源と、
　前記光源を制御するために構成されるコントローラユニットと、
　前記コントローラのための制御コマンドを受信するために構成されるデータ受信ユニッ
トとを少なくとも有する、
請求項１乃至９の何れか記載のシステムで使用される照明ユニット。
【請求項１２】
　ベースステーションと複数の照明ユニットを有するシステムを制御する方法であって、
　コンフィギュレーションステップで、前記照明ユニットのそれぞれと関連されるユニッ
トコンフィギュレーションデータは、前記ベースステーションに記憶され、
　動作の間、前記ベースステーションは、前記照明ユニットにより共有される媒体を通し
て制御コマンドを送出し、前記制御コマンドは、前記コンフィギュレーションデータを使
用して前記照明ユニットにアドレス指定され、
　前記照明ユニットは、前記制御コマンドをそれぞれ受信し、光源が順次に駆動されるよ
うに、前記制御コマンドに従って光源を制御する、
ことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明システム、ベースステーション、照明システムで使用するための照明ユ
ニット、及び照明システムを制御する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の空間的に分散された光源を含む照明システムが知られている。公知の照明システ
ムの例は、WO-A-2004/100618で与えられている。ここで、光源は、DALI（Digital　Addre
ssable　Light　Interface）規格を使用してマスター照明制御ユニットによりワイヤを通
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して制御される安定器に接続される。安定器は、デバイス又はグループアドレスをプログ
ラミングするために使用される赤外線受信機を有する。赤外線送信機は、アドレス又はお
そらく他のコマンドを安定器に送出する。動作の間、制御ユニットは、プログラムされた
アドレスを使用してDALI有線インタフェースを通して安定器をアドレスする場合がある。
【０００３】
　US-B-6739966は、ワイヤレスリモート制御装置により制御される光源による複数の照明
ユニットをもつ照明システムを示す。セットアップの間、個々の照明ユニットは、シリア
ルコード及びゾーンコードでプログラムされ、これらのコードは、リモートコントロール
モジュールでキーボードを介して入力され、無線リンクを通して送出される。動作の間、
リモートコントロールユニットは、光源のオン及びオフ状態を制御するシリアルコードに
より、照明ユニットを固有にアドレスすることができる。
【０００４】
　一般に、複数の光源が共有される媒体を通して制御ユニットに同時に接続される場合、
ユニットの個々の制御は、通信リンクが幾つかのアドレスタイプを提供する場合にのみ可
能である。照明ユニットは、それらそれぞれの光源が予め決定されたシーケンスに従って
アクチベートされるように、順次に制御される場合がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、照明システム、ベースステーション、かかるシステムでの照明ユニッ
ト、便利なコンフィギュレーション及びフレキシブルな動作を提供するシステムを制御す
る方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的は、請求項１記載の照明システム、請求項１０記載のベースステーション、請
求項１１記載の照明ユニット、及び請求項１２記載の方法により解決される。従属の請求
項は、本発明の好適な実施の形態を示す。
【０００７】
　本発明に係る照明システムは、ベースステーション及び複数の照明ユニットを含む。そ
れぞれの照明ユニットは、少なくとも１つの光源を有する。光源は、たとえば白熱電球、
蛍光灯、又はＬＥＤといった任意のタイプである場合がある。照明ユニットは、たとえば
異なる色といった複数の光源を有する場合もある。それぞれの照明ユニットは、光源を制
御するために構成されるコントローラユニットを有する。光源の制御は、光源の強度及び
／色等を変化させるのと同様に、光源をオン又はオフにすることを含む。
【０００８】
　データ受信手段が提供され、制御ユニットが光源を制御するのに従って、照明ユニット
により共有される媒体を通して制御コマンドが受信される。共有される媒体は、たとえば
、照明ユニットにより共有されるワイヤリンク又はワイヤドデータネットワークを通した
、パワーラインデータ送信といったワイヤである。好ましくは、媒体はワイヤレスである
。このケースでは、無線受信手段は、たとえば赤外線といった異なるタイプであるが、無
線受信器であることが好ましい。最も好ましくは、ＩＥＥＥ８０２．１５．４（ＺｉｇＢ
ｅｅ）に従う通信が使用される。
【０００９】
　それぞれの照明ユニットは、関連するユニットのコンフィギュレーションデータを有し
、このデータは、共有される媒体での照明ユニットをアドレスするために使用される。ユ
ニットコンフィギュレーションデータは、ＭＡＣアドレスのような個々のアドレスである
ことが好ましい。ユニットコンフィギュレーションデータは、たとえば好ましくは無線で
ある、通信に関する詳細（たとえばチャネル又は暗号化の鍵）といった更なる情報を含む
場合がある。
【００１０】
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　さらに、照明システムは、ベースステーションを含む、この文脈では、この用語は、照
明システム用の任意のタイプの制御ユニットのために使用される。ベースステーションは
、たとえば電源に接続されるといった、静止しているが、モバイル及び／又はバッテリに
より動作する場合もある。
【００１１】
　ベースステーションは、照明ユニットに供給される媒体を通してデータを送出する、照
明ユニットにおける受信手段と互換性のあるデータ送信手段を有する。中央処理ユニット
が提供され、媒体を通して個々の照明ユニットについて制御コマンドを送出する。中央処
理ユニットは、たとえばそれらをオン又はオフにすることにより、光源を遠隔的に制御す
る。
【００１２】
　照明システムのコンフィギュレーションについて、コンフィギュレーションメモリユニ
ットが提供され、中央処理ユニットからアクセス可能である。コンフィギュレーションメ
モリユニットにおいて、照明システム内でコンフィギュアされるそれぞれの照明ユニット
のユニットコンフィギュレーションデータが記憶される。コンフィギュレーションメモリ
ユニットは書き換え可能である。初期のコンフィギュレーションの間、それぞれコンフィ
ギュアされた照明ユニットの、たとえばＭＡＣアドレスといったユニットコンフィギュレ
ーションデータが記憶され、コンフィギュレーションが変わるケースで、データが削除及
び又は変化される。好ましくは、コンフィギュレーションメモリは、ユニットがコンフィ
ギュアされる順序に従って編成される。
【００１３】
　照明システムの動作の間、中央処理ユニットは、コンフィギュレーションユニットにア
クセスし、制御コマンドを照明ユニットに送出し、個々に記憶されたユニットコンフィギ
ュレーションデータに従ってそれらをアドレスする。中央処理ユニットは、照明ユニット
（又はより詳細には、照明ユニットの光源）がシーケンシャルな方式で動作するように、
これらの制御コマンドを送出する。かかるシーケンスは、たとえば１つずつのシーケンス
であり、この場合、光源は次々にアクチベートされる。しかし、かかるシーケンスは、更
に複雑な、時間につれて変動するドライビングパターンを含む場合もある。この文脈では
、用語「シーケンス」は、光源のグループの任意の時間変動する動作のために使用され、
全ての光源が同時に動作されるとは限らない。
【００１４】
　どの照明ユニットが動作されるかに従うシーケンスは、アプリケーションプログラムに
従って決定される場合がある。　
　本発明の照明システム及び制御方法は、非常にフレキシブルであって、容易なコンフィ
ギュレーションを提供する。共有される媒体を通した通信、特に無線制御は、照明ユニッ
トを配置することにおいて非常に大きなフレキシビリティを与える。ベースステーション
における、書き換え可能な、好ましくは不揮発性のコンフィギュレーションメモリユニッ
トは、たとえば多数の照明ユニットと同様に、たった２つといった非常に少ない照明ユニ
ットをもつ照明システムのコンフィギュレーションを可能にする。照明ユニットのシーケ
ンシャルな動作は、システム全体について異なる時間変化するパターンを表示するのを可
能にする。照明ユニットがたとえばライン又はマトリクスといった空間的な分散を形成す
るために構成される場合、移動している光パターンが表示される場合がある。
【００１５】
　なお、上述されたエレメントは、本発明に係るシステムの最小の要件であることが強調
される。更なるユニットが存在する場合があり、上述されたユニットが更なる機能を含む
場合がある。たとえば、受信手段は、データを送信することができ（たとえばデータの受
信の確認）、送信手段は、これに対応してデータを受信する場合がある。
【００１６】
　本発明の更なる発展によれば、ベースステーションは、ユニットコンフィギュレーショ
ンデータを無線で読み取るためのベースコンフィギュレーションインタフェースを有する
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。代替的に、データはダイレクトコネクションを通して読み取りされるが、無線の読み取
りは、システムのコンフィギュレーションを特にシンプルにする。ベースコンフィギュレ
ーションインタフェースは、短距離の無線インタフェースであることが好ましく、すなわ
ち、制御コマンドを送信するために使用される無線技術よりも短いレンジを有する。好ま
しくは、短距離の無線インタフェースのレンジは、３０ｃｍよりも短く、最も好ましくは
１０ｃｍよりも短いことが好ましい。
【００１７】
　好適な実施の形態によれば、ベースコンフィギュレーションインタフェースは、照明ユ
ニットのＲＦＩＤタグに記憶されるユニットコンフィギュレーションデータを読み取るＲ
ＦＩＤリーダ、又は、照明ユニットのバーコードとして与えられるユニットコンフィギュ
レーションデータを読み取るバーコードリーダである場合がある。それぞれのケースで、
ユーザは、ベースコンフィギュレーションインタフェースのレンジ内でそれを配置するこ
とで照明ユニットを非常に容易にコンフィギュアする場合がある。ベースコンフォギュレ
ーションインタフェースの短いレンジは、このレンジ内に配置される単一の照明ユニット
を明白に識別することができる。ユニットコンフィギュレーションデータは、コンフィギ
ュレーションモードのアクチベーションの後、たとえば特別の鍵を介して、読み取られ、
コンフィギュレーションメモリユニットに記憶される。したがって、照明ユニットのコン
フィギュレーションは、既に終了される。従来技術で見られるように新たに選択されたア
ドレスを割り当てる代わりに、前もってコンフィギュアされたコンフィギュレーションデ
ータを読み取ることは、ユーザ入力なしに自動的に行われる。
【００１８】
　本発明の更なる好適な実施の形態によれば、ベースステーションは、不揮発性のアプリ
ケーションメモリユニットを含む。記憶されたアプリケーションプログラムは、照明ユニ
ットのアクチベーションの異なるシーケンスを提供する。ユーザは、たとえばキーといっ
た、ベースステーションで提供される入力手段を使用して異なるアプリケーションプログ
ラムを選択する場合がある。メモリは、アプリケーションプログラムを変えるために書込
み可能である。
【００１９】
　照明ユニットは、ワイヤコネクションから電源にそれら電気的な動作電力を受信する。
しかし、照明ユニットが電気エネルギーを伝達するエネルギー蓄積ユニットを有すること
が好ましい。これは、再充電可能なバッテリ又は再充電不可能なバッテリ、若しくは、た
とえば太陽電池により充電される場合がある大容量のキャパシタである場合がある。この
ように、ユニットの配置は更にフレキシブルである。
【００２０】
　本発明の好適な実施の形態によれば、分散されるアプリケーションプログラムは、ベー
スステーションの制御及び／又は同期の下で照明ユニットにおいて実行される。照明ユニ
ットは、アクチベーションシーケンスを記述する少なくとも１つのアプリケーションプロ
グラムをもつアプリケーションストレージをそれぞれ含む。たとえば開始コマンドといっ
た、ベースステーションからの制御下で、プログラムは、照明ユニットの制御ユニットに
より実行される。コマンドメッセージ又は周期的なシグナリングメッセージ（ビーコン）
は、全ての照明ユニットにおけるプログラムの実行を同期するために使用される場合があ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の好適な実施の形態は、添付図面を参照して詳細に説明される。　
　図１は、部分的に象徴的な表現におけるベースステーション１０及び照明ユニット１２
を示す。
【００２２】
　照明ユニット１２は、この例ではＬＥＤ１４として示される光源を含む。照明ユニット
１２は、バッテリ１６により電力供給される。制御ユニット１８は、ＬＥＤ１４の動作を
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制御、すなわちＬＥＤ１４をスイッチオン又はオフにする。ＲＦ受信機ユニット２０が提
供され、この例では、ＺｉｇＢｅｅ（ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格）に従う無線通信イ
ンタフェースである。
【００２３】
　ＺｉｇＢｅｅインタフェース２０は、固有のデバイスアドレス（ＭＡＣアドレス）を有
する。このＭＡＣアドレスは、ＲＦＩＤタグ２２に個別に記憶される。ＲＦＩＤ技術は、
図１に象徴的に示されるＲＦＩＤタグ２２が詳細に説明される必要がないように、当業者
にとって知られている。ＲＦＩＤタグ２２は、予め決定された周波数のＲＦ電磁エネルギ
ーによりアクチベートされるように、アンテナを有する。ＲＦＩＤタグ２２は、問合せに
応じてＭＡＣアドレスを無線で送出するため、アクチベートしているフィールドからのエ
ネルギーを使用することでパッシブに動作する。
【００２４】
　ベースステーション１０は、その全ての機能部分に接続される、典型的にはマイクロプ
ロセッサである中央処理装置２４を有する。ユニットは、ディスプレイ２６、キー２８、
及び、アプリケーションプログラムを記憶するプログラムメモリ３２とコンフィギュレー
ションメモリとして機能するメモリスペース３４とを含む書込み可能な不揮発性メモリユ
ニット３０を有する。ＲＦＩＤアンテナ３９をもつＲＦＩＤリーダユニット３６が設けら
れ、中央処理ユニット２４に接続される。ＺｉｇＢｅｅに従って動作するＲＦ送信機３８
は、アンテナ４０と共に設けられる。
【００２５】
　図５に示されるような照明システム５０は、上述したように、ベースステーション１０
と複数の照明ユニット１２を有する。システムは、以下のように構成される。
【００２６】
　初期のセットアップの間、ベースステーション１０のコンフィギュレーションメモリ３
４は空である。図２に示されるように、多数の照明ユニット１２が提供される。コンフィ
ギュレーションについて、照明ユニットが提供され、ベースステーション１０に個々に配
置される。パワーアップに応じて、照明ユニットは、コンフィギュレーションモードに自
動的に入る。
【００２７】
　第一の照明ユニット１２がベースステーション１０に配置されると、ＲＦＩＤリーダ１
０は、アンテナ３８を介して問合せを送出し、ＲＦＩＤタグ２２からの応答において、照
明ユニット１２のＭＡＣアドレスを受信する。対応する状況は、図３で示される。受信さ
れたＭＡＣアドレスは、コンフィギュレーションメモリ３４に記憶される。
【００２８】
　ベースステーション１２は、無線通信インタフェース３８を介して現在コンフィギュレ
ーション下にある照明ユニット１２のＭＡＣアドレスにコンフィギュレーションパケット
を送出する。ＺｉｇＢｅｅ通信の現在のケースでは、照明ユニット１２が適切なチャネル
を聞くまで、送信は、幾つかのチャネルを通して連続的に行われる。代替的に、好適なチ
ャネルは、ＲＦＩＤタグに記憶され、ＭＡＣアドレスと共に読み出される。コンフィギュ
レーションパケットは、ベースステーション１２により選択される固有のネットワーク識
別子（たとえばＺｉｇＢｅｅ通信のケースでは、１６ビットＰＡＮ識別子）、通常の動作
のために使用されるべき通信チャネルを含む。コンフィギュレーションパケットの更なる
部分は、照明ユニット１２に対して固有のアプリケーションレベル識別子（ＡＰＰＩＤ）
である。このＡＰＰＩＤは、照明ユニット１２がコンフィギュアされる順序に関連する。
図３に示されるように、第一の照明ユニットは、ＡＰＰＩＤ＃０を受け、第二の照明ユニ
ットは、ＡＰＰＩＤ＃１等を受ける。
【００２９】
　第一の照明ユニット１２が上述されたようにコンフィギュアされた後、ネットワークに
おける全ての現在コンフィギュアされる照明ユニット１２をカバーするマルチキャスト又
はブロードキャストアドレスを使用して、ベースステーション１０は、その無線通信イン
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タフェースを介してビーコン信号を送出し始める。このビーコンは、同期パターンとして
の役割を果たし、アプリケーションサイクルの開始を示す（さらに、ビーコンインターバ
ル期間に関する情報を搬送し、装置が無線インタフェースをスリープ状態にし、パワーを
保持するのを可能にする）。大部分のアプリケーションは、１以上の回数で実行されるサ
イクルで編成される。
【００３０】
　更なるステップでは、更なる照明ユニット１２は、上述されたようにベースステーショ
ン１０で配置され、コンフィギュアされる。このステップは、コンフィギュアされるべき
それぞれ更なる照明ユニットについて繰り返される。それぞれ成功したコンフィギュレー
ションの後、ベースステーション１２は、アプリケーションに参加しているそれぞれの照
明ユニットについてアプリケーションにより規定される時間窓を可能にして、そのビーコ
ンインターバルを適合させる。
【００３１】
　ユーザは、所望の空間的なコンフィギュレーションに従ってコンフィギュアされた照明
ユニット１２を配置する。図５に例が示されており、ここでは、照明ユニット１２は、Ｚ
ｉｇＢｅｅネットワークのレンジ内にある、半サイクルで構成される。
【００３２】
　次いで、ユーザは、プログラムメモリ３２に記憶されるアプリケーションプログラムを
選択するためにキー２８を使用する。ユーザフィードバックは、ディスプレイ２６を介し
て与えられる。次いで、ユーザは、たとえばキー２８を使用して選択されたアプリケーシ
ョンプログラムを開始する。
【００３３】
　アプリケーションプログラムがベースステーション１０の中央処理ユニット２４により
実行されるとき、制御コマンドは、個々の照明ユニット１２にＺｉｇＢｅｅネットワーク
を通して送出される。制御コマンドは、それらのＭＡＣアドレスにより照明ユニット１２
に向けられる。照明ユニット１２は、制御コマンドを受け、これに応じてそれらの光源１
４を動作させる。アプリケーションは、照明ユニット１２が動作される、すなわち個々の
光源１４がアクティブとなるべきシーケンスを決定する。
【００３４】
　照明ユニット１２が動作されるシーケンスシーケンスについて明らかに様々な可能性が
存在する。これらのシーケンス、及び対応するアプリケーションプログラムは、照明ユニ
ット１２の空間的な配置と共に移動する照明パターンを生成する。たとえば、照明ユニッ
ト１２は、チェインの形状で配置される。アプリケーションプログラムは、光源はランニ
ングライトとして動作することを判定し、この場合、１以上のアクティブな光源は、チェ
インに沿って「移動する」。
【００３５】
　アプリケーションプログラム、及び対応するシーケンスの他の例は、照明ユニットの代
替的な動作を含む（たとえば、それぞれ他の照明ユニットが代替的にアクチベートされる
）。照明ユニットの異なる空間的なコンフィギュレーションにより、他のパターンの作用
がアクチベートされる場合がある。たとえば、照明ユニットは、２次元マトリクスで配置
され、移動する（粗い解像度の）２次元画像又はパターンが表示される場合がある。特別
の空間的なアレンジメントは、関連するアプリケーションプログラムに対応する。ユーザ
は、たとえば、４×４マトリクスに照明ユニット１２を配置するシステムマニュアルから
学習し、対応するプログラムをアクチベートすることで、移動するバーの画像を表示する
。
【００３６】
　記載される照明システムの可能性のあるアプリケーションは、一方でたとえば家庭での
装飾的な照明である。他のアプリケーションは広告であり、この場合、特別の光効果が役
に立つ場合がある。
【００３７】
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　図６で示される別のアプリケーションは、トラフィックシグナリングである。ここで、
照明ユニット１２は、たとえば矢印の形状のパターンで配置される複数のＬＥＤといった
矢印の形状で光源を有する。この例における個々の照明ユニット１２は、電源（図示せず
）にワイヤによりそれぞれ接続される。この例では、対応するパワーラインインタフェー
スが設けられる、ベースステーション１０からパワーラインの通信を通して制御が行われ
る。低周波の交流の電源電圧を通して高周波信号の変調を使用したパワーライン通信は、
当業者にとって知られており、更に説明される必要がない。この例における共通の電力接
続は、共有の媒体として役割を果たし、この場合、アドレス指定は、先の例で記載された
ように行われる。
【００３８】
　図６に示される照明システムの動作の間、照明ユニット１２は、右から左に移動する矢
印を示すためにシーケンシャルなやり方で動作する。このように、たとえばトラフィック
について、又は緊急事態において、シグナリングが提供される。
【００３９】
　先に与えられた例に対して可能性のある幾つかの変更が存在する。
【００４０】
　ＲＦＩＤリーダの代わりに、ベースステーション１０は、図４に示されるように、バー
コードリーダ４２を有する場合がある。バーコードラベル４４は、ＭＡＣアドレスを含む
照明ユニット１２に付属される。ベースステーション１０は、上述されたように、ＭＡＣ
アドレスを読取り、さもなければコンフィギュレーションステップを実行する。
【００４１】
　コンフィギュレーションインタフェースの更なる代替として、低い送信電力による赤外
線通信（及び、ベースステーションの周辺に配置される照明ユニットに通信領域を制限す
る任意に機械的に揃えられるＩＲダイオード）が使用される場合がある。
【００４２】
　別の可能な変更として、無線通信が暗号化される場合がある。ベースステーション１０
と照明ユニット１２の間の最初の通信の暗号化の個々の鍵は、照明ユニット１２の無線イ
ンタフェース２０に含まれるのと同様に、ＲＦＩＤタグ２２又はバーコードラベル４４に
含まれる場合がある。
【００４３】
　ベースステーション１０及び／又は照明ユニット１２は、コンフィギュレーションモー
ド等をアクチベートするために装置をオン又はオフにスイッチするための、たとえばパワ
ーオンスイッチ等といった更なる入力手段を含む。照明ユニット１２は、たとえば予め決
定されたレートでフラッシュすることで、ステータス情報を表示する光源１４を使用する
場合がある。
【００４４】
　ベースステーション１０は、アプリケーションプログラム等をアップロード及び変更す
るためにパーソナルコンピュータ（又は匹敵する装置）に接続される場合がある。コネク
ションは、たとえばＵＳＢインタフェースである場合がある。
【００４５】
　先の例では、同一であるとして常に示された照明ユニットは、異なるタイプからなる場
合がある。照明ユニット１２は、最初のコンフィギュレーションフェーズの間にベースス
テーション１０にそれらの機能を発する場合がある。これは、ＵＰｎＰサービス記述に類
似して、アナウンスメントメッセージの標準化を必要とする。
【００４６】
　照明ユニット１２を順次に動作するアプリケーションプログラムに加えて、ベースステ
ーションは、（たとえば「連続オン“continuous　on”」、「コモンモードディミング“
common-mode　dimming”」、又は「コモンモードカラーチェンジ“common-mode　colour
　change”」といった）同時に、同様に全ての照明ユニット１２を動作するアプリケーシ
ョンプログラムを含む場合がある。
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　更なる代替として、アプリケーションプログラムは、照明ユニット１２にある場合があ
る。これら分散されたプログラムの実行は、次いで、制御下で、ベースステーション１０
に同期して行われる場合がある。
【００４８】
　先の例において不揮発性メモリとして説明されたコンフィギュレーションメモリ３４は
、たとえばＲＡＭメモリといった揮発性である場合がある。しかし、ベースステーション
１０がパワーオフされるたびに全てのコンフィギュレーションデータが失われる。
【００４９】
　ベースステーション１０は、代替的に、それらにタッチするか又はそれらを示すことで
照明ユニットをコンフィギュアする“マジックワンド”として使用される、長く延びたロ
ッドとしての形状である場合がある。
【００５０】
　個々の例の上述された特徴は、更に記載された変更と同様に、所与のアプリケーション
について望まれるように結合される。要するに、上述された照明システムは、容易にフレ
キシブルにコンフィギュア可能であり、分散された光源の複雑なシーケンシャルな動作を
可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】ベースステーション及び照明ユニットの第一の実施の形態の象徴的な表現を示す
図である。
【図２】照明システムのコンフィギュレーションの象徴的な表現を示す図である。
【図３】照明ユニットのコンフィギュレーションの象徴的な表現を示す図である。
【図４】ベースステーション及び照明ユニットの第二の実施の形態の外観図である。
【図５】照明システムの第一の例を示す図である。
【図６】照明システムの第二の例を示す図である。
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月4日(2007.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースステーションと、
　複数の照明ユニットとを有し、
　それぞれの前記照明ユニットは、
　前記照明ユニットに関連するユニットコンフィギュレーションデータと、
　光源と、
　前記光源の動作シーケンスを記述する少なくとも記憶されたプログラムをもつアプリケ
ーションプログラムストレージと、
　制御コマンドの制御及び／又は同期の下で、前記記憶されたプログラムに従って前記光
源を制御するために構成されるコントローラユニットと、
　全ての照明ユニットにより共有される媒体を通して前記コントローラユニットのための
制御コマンドを受信するために構成されるデータ受信手段とを少なくとも有し、
　前記ベースステーションは、
　前記共有される媒体を通して前記データ受信手段に制御コマンドを送出するために構成
されるデータ送信手段と、
　前記ユニットコンフィギュレーションデータを記憶するコンフィギュレーションメモリ
ユニットと、
　前記照明ユニットを順次に駆動するために制御コマンドを送出する前記データ送信手段
を駆動するために構成される中央処理ユニットとを少なくとも有し、
　前記照明ユニットは、前記コンフィギュレーションメモリユニットに記憶されるデータ
を使用して動作する、
ことを特徴とする照明システム。
【請求項２】
　前記データ受信手段及び前記データ送信手段は、無線の媒体を通して通信するために構
成される、
請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記ベースステーションは、前記照明ユニットから前記ユニットコンフィギュレーショ
ンデータを無線で読み取るために構成されるベースコンフィギュレーションインタフェー
スを更に含む、
請求項１又は２記載のシステム。
【請求項４】
　前記ベースコンフィギュレーションインタフェースは、短距離の無線インタフェースで
ある、
請求項３記載のシステム。
【請求項５】
　前記照明ユニットは、前記ユニットコンフィギュレーションデータを含むＲＦＩＤタグ
をそれぞれ含み、
　前記ベースステーションは、前記ＲＦＩＤタグを読み取るためのＲＦＩＤリーダユニッ
トを更に含む、
請求項４記載のシステム。
【請求項６】
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　前記照明ユニットは、前記ユニットコンフィギュレーションデータを含むバーコードを
それぞれ含み、
　前記ベースステーションは、前記バーコードを読み取るためにバーコードリーダユニッ
トを更に含む、
請求項４記載のシステム。
【請求項７】
　前記ベースステーションは、
　少なくとも複数のアプリケーションプログラムを記憶する不揮発性アプリケーションメ
モリユニットと、前記アプリケーションプログラムは、前記照明ユニットの動作シーケン
スをそれぞれ記述し、
　前記アプリケーションプログラムの間で選択するために構成される入力手段とを更に有
する、
請求項１乃至６の何れか記載のシステム。
【請求項８】
　前記照明ユニットは、電気エネルギーを伝達するために構成されるエネルギー蓄積ユニ
ットを更に有する、
請求項１乃至７の何れか記載のシステム。
【請求項９】
　制御コマンドを送出するために構成されるデータ送信手段と、
　ユニットコンフィギュレーションデータを記憶するコンフィギュレーションメモリユニ
ットと、
　照明ユニットを順次に駆動するための制御コマンドを送出するために前記データ送信手
段を駆動するために構成される中央処理ユニットとを少なくとも有し、
　前記照明ユニットは、前記コンフィギュレーションメモリユニットに記憶されたデータ
を使用して動作する、
請求項１乃至８の何れか記載のシステムで使用されるベースステーション。
【請求項１０】
　無線インタフェースにより読み取られるコンフィギュレーションデータを記憶する手段
と、
　光源と、
　前記光源の動作シーケンスを記述する少なくとも記憶されたプログラムをもつアプリケ
ーションプログラムストレージと、
　制御コマンドの制御及び／又は同期の下で、前記記憶されたプログラムに従って前記光
源を制御するために構成されるコントローラユニットと、
　前記コントローラのための制御コマンドを受信するために構成されるデータ受信ユニッ
トとを少なくとも有する、
請求項１乃至８の何れか記載のシステムで使用される照明ユニット。
【請求項１１】
　ベースステーションと複数の照明ユニットを有するシステムを制御する方法であって、
　コンフィギュレーションステップで、前記照明ユニットのそれぞれと関連されるユニッ
トコンフィギュレーションデータは、前記ベースステーションに記憶され、
　動作の間、前記ベースステーションは、前記照明ユニットにより共有される媒体を通し
て制御コマンドを送出し、前記制御コマンドは、前記コンフィギュレーションデータを使
用して前記照明ユニットにアドレス指定され、
　前記照明ユニットは、前記制御コマンドをそれぞれ受信し、光源が順次に駆動されるよ
うに、前記制御コマンドの制御及び／又は同期の下で、前記照明ユニットのアプリケーシ
ョンストレージに記憶されるプログラムに従って光源を制御する、
ことを特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明システム、ベースステーション、照明システムで使用するための照明ユ
ニット、及び照明システムを制御する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の空間的に分散された光源を含む照明システムが知られている。公知の照明システ
ムの例は、WO-A-2004/100618で与えられている。ここで、光源は、DALI（Digital　Addre
ssable　Light　Interface）規格を使用してマスター照明制御ユニットによりワイヤを通
して制御される安定器に接続される。安定器は、デバイス又はグループアドレスをプログ
ラミングするために使用される赤外線受信機を有する。赤外線送信機は、アドレス又はお
そらく他のコマンドを安定器に送出する。動作の間、制御ユニットは、プログラムされた
アドレスを使用してDALI有線インタフェースを通して安定器をアドレスする場合がある。
【０００３】
　US-B-6759966は、ワイヤレスリモート制御装置により制御される光源による複数の照明
ユニットをもつ照明システムを示す。セットアップの間、個々の照明ユニットは、シリア
ルコード及びゾーンコードでプログラムされ、これらのコードは、リモートコントロール
モジュールでキーボードを介して入力され、無線リンクを通して送出される。動作の間、
リモートコントロールユニットは、光源のオン及びオフ状態を制御するシリアルコードに
より、照明ユニットを固有にアドレスすることができる。
【０００４】
　文献ＷＯ０２／１３４９０号は、照明の用途について自動的なコンフィギュレーション
システム（configuration　system）を開示する。複数の照明ユニットは、共有される媒
体を介してコントローラに接続される。コントローラは、それぞれの照明ユニットのハー
ドウェアのシリアル番号を要求するために構成され、このハードウェアシリアル番号は、
第二の通信チャネルを使用してコントローラに送出される。次いで、コントローラは、ハ
ードウェアシリアル番号を使用して、照明ユニットのそれぞれに専用のアドレスを割り当
てる。
【０００５】
　一般に、複数の光源が共有される媒体を通して制御ユニットに同時に接続される場合、
ユニットの個々の制御は、通信リンクが幾つかのアドレスタイプを提供する場合にのみ可
能である。照明ユニットは、それらそれぞれの光源が予め決定されたシーケンスに従って
アクチベートされるように、順次に制御される場合がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、照明システム、ベースステーション、かかるシステムでの照明ユニッ
ト、便利なコンフィギュレーション及びフレキシブルな動作を提供するシステムを制御す
る方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的は、請求項１記載の照明システム、請求項９記載のベースステーション、請求
項１０記載の照明ユニット、及び請求項１１記載の方法により解決される。従属の請求項
は、本発明の好適な実施の形態を示す。
【０００８】
　本発明に係る照明システムは、ベースステーション及び複数の照明ユニットを含む。そ
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れぞれの照明ユニットは、少なくとも１つの光源を有する。光源は、たとえば白熱電球、
蛍光灯、又はＬＥＤといった任意のタイプである場合がある。照明ユニットは、たとえば
異なる色といった複数の光源を有する場合もある。それぞれの照明ユニットは、光源を制
御するために構成されるコントローラユニットを有する。光源の制御は、光源の強度及び
／色等を変化させるのと同様に、光源をオン又はオフにすることを含む。
【０００９】
　データ受信手段が提供され、制御ユニットが光源を制御するのに従って、照明ユニット
により共有される媒体を通して制御コマンドが受信される。共有される媒体は、たとえば
、照明ユニットにより共有されるワイヤリンク又はワイヤドデータネットワークを通した
、パワーラインデータ送信といったワイヤである。好ましくは、媒体はワイヤレスである
。このケースでは、無線受信手段は、たとえば赤外線といった異なるタイプであるが、無
線受信器であることが好ましい。最も好ましくは、ＩＥＥＥ８０２．１５．４（ＺｉｇＢ
ｅｅ）に従う通信が使用される。
【００１０】
　それぞれの照明ユニットは、関連するユニットのコンフィギュレーションデータを有し
、このデータは、共有される媒体での照明ユニットをアドレスするために使用される。ユ
ニットコンフィギュレーションデータは、ＭＡＣアドレスのような個々のアドレスである
ことが好ましい。ユニットコンフィギュレーションデータは、たとえば好ましくは無線で
ある、通信に関する詳細（たとえばチャネル又は暗号化の鍵）といった更なる情報を含む
場合がある。
【００１１】
　さらに、照明システムは、ベースステーションを含む、この文脈では、この用語は、照
明システム用の任意のタイプの制御ユニットのために使用される。ベースステーションは
、たとえば電源に接続されるといった、静止しているが、モバイル及び／又はバッテリに
より動作する場合もある。
【００１２】
　ベースステーションは、照明ユニットに供給される媒体を通してデータを送出する、照
明ユニットにおける受信手段と互換性のあるデータ送信手段を有する。中央処理ユニット
が提供され、媒体を通して個々の照明ユニットについて制御コマンドを送出する。中央処
理ユニットは、たとえばそれらをオン又はオフにすることにより、光源を遠隔的に制御す
る。
【００１３】
　照明システムのコンフィギュレーションについて、コンフィギュレーションメモリユニ
ットが提供され、中央処理ユニットからアクセス可能である。コンフィギュレーションメ
モリユニットにおいて、照明システム内でコンフィギュアされるそれぞれの照明ユニット
のユニットコンフィギュレーションデータが記憶される。コンフィギュレーションメモリ
ユニットは書き換え可能である。初期のコンフィギュレーションの間、それぞれコンフィ
ギュアされた照明ユニットの、たとえばＭＡＣアドレスといったユニットコンフィギュレ
ーションデータが記憶され、コンフィギュレーションが変わるケースで、データが削除及
び又は変化される。好ましくは、コンフィギュレーションメモリは、ユニットがコンフィ
ギュアされる順序に従って編成される。
【００１４】
　照明システムの動作の間、中央処理ユニットは、コンフィギュレーションユニットにア
クセスし、制御コマンドを照明ユニットに送出し、個々に記憶されたユニットコンフィギ
ュレーションデータに従ってそれらをアドレスする。中央処理ユニットは、照明ユニット
（又はより詳細には、照明ユニットの光源）がシーケンシャルな方式で動作するように、
これらの制御コマンドを送出する。かかるシーケンスは、たとえば１つずつのシーケンス
であり、この場合、光源は次々にアクチベートされる。しかし、かかるシーケンスは、更
に複雑な、時間につれて変動するドライビングパターンを含む場合もある。この文脈では
、用語「シーケンス」は、光源のグループの任意の時間変動する動作のために使用され、
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全ての光源が同時に動作されるとは限らない。
【００１５】
　どの照明ユニットが動作されるかに従うシーケンスは、アプリケーションプログラムに
従って決定される場合がある。　
　本発明によれば、分散されたアプリケーションプログラムは、ベースステーションの制
御及び／又は同期の下で照明ユニットにおいて実行される。照明ユニットは、アクチベー
ションシーケンスを記述する少なくとも１つのアプリケーションプログラムをもつアプリ
ケーションストレージをそれぞれ有する。たとえばベースステーションからの開始コマン
ドといった制御に応じて、プログラムは照明ユニットのコントローラユニットにより実行
される。コマンドメッセージ又は周期的なシグナリングメッセージ（ビーコン）は、全て
の照明ユニットにおけるプログラムの実行を同期するために使用される。
【００１６】
　本発明の照明システム及び制御方法は、非常にフレキシブルであって、容易なコンフィ
ギュレーションを提供する。共有される媒体を通した通信、特に無線制御は、照明ユニッ
トを配置することにおいて非常に大きなフレキシビリティを与える。ベースステーション
における、書き換え可能な、好ましくは不揮発性のコンフィギュレーションメモリユニッ
トは、たとえば多数の照明ユニットと同様に、たった２つといった非常に少ない照明ユニ
ットをもつ照明システムのコンフィギュレーションを可能にする。照明ユニットのシーケ
ンシャルな動作は、システム全体について異なる時間変化するパターンを表示するのを可
能にする。照明ユニットがたとえばライン又はマトリクスといった空間的な分散を形成す
るために構成される場合、移動している光パターンが表示される場合がある。
【００１７】
　なお、上述されたエレメントは、本発明に係るシステムの最小の要件であることが強調
される。更なるユニットが存在する場合があり、上述されたユニットが更なる機能を含む
場合がある。たとえば、受信手段は、データを送信することができ（たとえばデータの受
信の確認）、送信手段は、これに対応してデータを受信する場合がある。
【００１８】
　本発明の更なる発展によれば、ベースステーションは、ユニットコンフィギュレーショ
ンデータを無線で読み取るためのベースコンフィギュレーションインタフェースを有する
。代替的に、データはダイレクトコネクションを通して読み取りされるが、無線の読み取
りは、システムのコンフィギュレーションを特にシンプルにする。ベースコンフィギュレ
ーションインタフェースは、短距離の無線インタフェースであることが好ましく、すなわ
ち、制御コマンドを送信するために使用される無線技術よりも短いレンジを有する。好ま
しくは、短距離の無線インタフェースのレンジは、３０ｃｍよりも短く、最も好ましくは
１０ｃｍよりも短いことが好ましい。
【００１９】
　好適な実施の形態によれば、ベースコンフィギュレーションインタフェースは、照明ユ
ニットのＲＦＩＤタグに記憶されるユニットコンフィギュレーションデータを読み取るＲ
ＦＩＤリーダ、又は、照明ユニットのバーコードとして与えられるユニットコンフィギュ
レーションデータを読み取るバーコードリーダである場合がある。それぞれのケースで、
ユーザは、ベースコンフィギュレーションインタフェースのレンジ内でそれを配置するこ
とで照明ユニットを非常に容易にコンフィギュアする場合がある。ベースコンフォギュレ
ーションインタフェースの短いレンジは、このレンジ内に配置される単一の照明ユニット
を明白に識別することができる。ユニットコンフィギュレーションデータは、コンフィギ
ュレーションモードのアクチベーションの後、たとえば特別の鍵を介して、読み取られ、
コンフィギュレーションメモリユニットに記憶される。したがって、照明ユニットのコン
フィギュレーションは、既に終了される。従来技術で見られるように新たに選択されたア
ドレスを割り当てる代わりに、前もってコンフィギュアされたコンフィギュレーションデ
ータを読み取ることは、ユーザ入力なしに自動的に行われる。
【００２０】
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　本発明の更なる好適な実施の形態によれば、ベースステーションは、不揮発性のアプリ
ケーションメモリユニットを含む。記憶されたアプリケーションプログラムは、照明ユニ
ットのアクチベーションの異なるシーケンスを提供する。ユーザは、たとえばキーといっ
た、ベースステーションで提供される入力手段を使用して異なるアプリケーションプログ
ラムを選択する場合がある。メモリは、アプリケーションプログラムを変えるために書込
み可能である。
【００２１】
　照明ユニットは、ワイヤコネクションから電源にそれら電気的な動作電力を受信する。
しかし、照明ユニットが電気エネルギーを伝達するエネルギー蓄積ユニットを有すること
が好ましい。これは、再充電可能なバッテリ又は再充電不可能なバッテリ、若しくは、た
とえば太陽電池により充電される場合がある大容量のキャパシタである場合がある。この
ように、ユニットの配置は更にフレキシブルである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の好適な実施の形態は、添付図面を参照して詳細に説明される。　
　図１は、部分的に象徴的な表現におけるベースステーション１０及び照明ユニット１２
を示す。
【００２３】
　照明ユニット１２は、この例ではＬＥＤ１４として示される光源を含む。照明ユニット
１２は、バッテリ１６により電力供給される。制御ユニット１８は、ＬＥＤ１４の動作を
制御、すなわちＬＥＤ１４をスイッチオン又はオフにする。ＲＦ受信機ユニット２０が提
供され、この例では、ＺｉｇＢｅｅ（ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格）に従う無線通信イ
ンタフェースである。
【００２４】
　ＺｉｇＢｅｅインタフェース２０は、固有のデバイスアドレス（ＭＡＣアドレス）を有
する。このＭＡＣアドレスは、ＲＦＩＤタグ２２に個別に記憶される。ＲＦＩＤ技術は、
図１に象徴的に示されるＲＦＩＤタグ２２が詳細に説明される必要がないように、当業者
にとって知られている。ＲＦＩＤタグ２２は、予め決定された周波数のＲＦ電磁エネルギ
ーによりアクチベートされるように、アンテナを有する。ＲＦＩＤタグ２２は、問合せに
応じてＭＡＣアドレスを無線で送出するため、アクチベートしているフィールドからのエ
ネルギーを使用することでパッシブに動作する。
【００２５】
　ベースステーション１０は、その全ての機能部分に接続される、典型的にはマイクロプ
ロセッサである中央処理装置２４を有する。ユニットは、ディスプレイ２６、キー２８、
及び、アプリケーションプログラムを記憶するプログラムメモリ３２とコンフィギュレー
ションメモリとして機能するメモリスペース３４とを含む書込み可能な不揮発性メモリユ
ニット３０を有する。ＲＦＩＤアンテナ３９をもつＲＦＩＤリーダユニット３６が設けら
れ、中央処理ユニット２４に接続される。ＺｉｇＢｅｅに従って動作するＲＦ送信機３８
は、アンテナ４０と共に設けられる。
【００２６】
　図５に示されるような照明システム５０は、上述したように、ベースステーション１０
と複数の照明ユニット１２を有する。システムは、以下のように構成される。
【００２７】
　初期のセットアップの間、ベースステーション１０のコンフィギュレーションメモリ３
４は空である。図２に示されるように、多数の照明ユニット１２が提供される。コンフィ
ギュレーションについて、照明ユニットが提供され、ベースステーション１０に個々に配
置される。パワーアップに応じて、照明ユニットは、コンフィギュレーションモードに自
動的に入る。
【００２８】
　第一の照明ユニット１２がベースステーション１０に配置されると、ＲＦＩＤリーダ１
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０は、アンテナ３８を介して問合せを送出し、ＲＦＩＤタグ２２からの応答において、照
明ユニット１２のＭＡＣアドレスを受信する。対応する状況は、図３で示される。受信さ
れたＭＡＣアドレスは、コンフィギュレーションメモリ３４に記憶される。
【００２９】
　ベースステーション１２は、無線通信インタフェース３８を介して現在コンフィギュレ
ーション下にある照明ユニット１２のＭＡＣアドレスにコンフィギュレーションパケット
を送出する。ＺｉｇＢｅｅ通信の現在のケースでは、照明ユニット１２が適切なチャネル
を聞くまで、送信は、幾つかのチャネルを通して連続的に行われる。代替的に、好適なチ
ャネルは、ＲＦＩＤタグに記憶され、ＭＡＣアドレスと共に読み出される。コンフィギュ
レーションパケットは、ベースステーション１２により選択される固有のネットワーク識
別子（たとえばＺｉｇＢｅｅ通信のケースでは、１６ビットＰＡＮ識別子）、通常の動作
のために使用されるべき通信チャネルを含む。コンフィギュレーションパケットの更なる
部分は、照明ユニット１２に対して固有のアプリケーションレベル識別子（ＡＰＰＩＤ）
である。このＡＰＰＩＤは、照明ユニット１２がコンフィギュアされる順序に関連する。
図３に示されるように、第一の照明ユニットは、ＡＰＰＩＤ＃０を受け、第二の照明ユニ
ットは、ＡＰＰＩＤ＃１等を受ける。
【００３０】
　第一の照明ユニット１２が上述されたようにコンフィギュアされた後、ネットワークに
おける全ての現在コンフィギュアされる照明ユニット１２をカバーするマルチキャスト又
はブロードキャストアドレスを使用して、ベースステーション１０は、その無線通信イン
タフェースを介してビーコン信号を送出し始める。このビーコンは、同期パターンとして
の役割を果たし、アプリケーションサイクルの開始を示す（さらに、ビーコンインターバ
ル期間に関する情報を搬送し、装置が無線インタフェースをスリープ状態にし、パワーを
保持するのを可能にする）。大部分のアプリケーションは、１以上の回数で実行されるサ
イクルで編成される。
【００３１】
　更なるステップでは、更なる照明ユニット１２は、上述されたようにベースステーショ
ン１０で配置され、コンフィギュアされる。このステップは、コンフィギュアされるべき
それぞれ更なる照明ユニットについて繰り返される。それぞれ成功したコンフィギュレー
ションの後、ベースステーション１２は、アプリケーションに参加しているそれぞれの照
明ユニットについてアプリケーションにより規定される時間窓を可能にして、そのビーコ
ンインターバルを適合させる。
【００３２】
　ユーザは、所望の空間的なコンフィギュレーションに従ってコンフィギュアされた照明
ユニット１２を配置する。図５に例が示されており、ここでは、照明ユニット１２は、Ｚ
ｉｇＢｅｅネットワークのレンジ内にある、半サイクルで構成される。
【００３３】
　次いで、ユーザは、プログラムメモリ３２に記憶されるアプリケーションプログラムを
選択するためにキー２８を使用する。ユーザフィードバックは、ディスプレイ２６を介し
て与えられる。次いで、ユーザは、たとえばキー２８を使用して選択されたアプリケーシ
ョンプログラムを開始する。
【００３４】
　アプリケーションプログラムは、照明ユニット１２にある。これら分散されたプログラ
ムの実行は、ベースステーション１０の制御コマンドに対する制御及び同期の下で行われ
る。
【００３５】
　制御コマンドは、個々の照明ユニット１２にＺｉｇＢｅｅネットワークを通して送出さ
れる。制御コマンドは、それらのＭＡＣアドレスにより照明ユニット１２に向けられる。
照明ユニット１２は、制御コマンドを受け、これに応じてそれらの光源１４を動作させる
。アプリケーションは、照明ユニット１２が動作される、すなわち個々の光源１４がアク
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ティブとなるべきシーケンスを決定する。
【００３６】
　照明ユニット１２が動作されるシーケンスシーケンスについて明らかに様々な可能性が
存在する。これらのシーケンス、及び対応するアプリケーションプログラムは、照明ユニ
ット１２の空間的な配置と共に移動する照明パターンを生成する。たとえば、照明ユニッ
ト１２は、チェインの形状で配置される。アプリケーションプログラムは、光源はランニ
ングライトとして動作することを判定し、この場合、１以上のアクティブな光源は、チェ
インに沿って「移動する」。
【００３７】
　アプリケーションプログラム、及び対応するシーケンスの他の例は、照明ユニットの代
替的な動作を含む（たとえば、それぞれ他の照明ユニットが代替的にアクチベートされる
）。照明ユニットの異なる空間的なコンフィギュレーションにより、他のパターンの作用
がアクチベートされる場合がある。たとえば、照明ユニットは、２次元マトリクスで配置
され、移動する（粗い解像度の）２次元画像又はパターンが表示される場合がある。特別
の空間的なアレンジメントは、関連するアプリケーションプログラムに対応する。ユーザ
は、たとえば、４×４マトリクスに照明ユニット１２を配置するシステムマニュアルから
学習し、対応するプログラムをアクチベートすることで、移動するバーの画像を表示する
。
【００３８】
　記載される照明システムの可能性のあるアプリケーションは、一方でたとえば家庭での
装飾的な照明である。他のアプリケーションは広告であり、この場合、特別の光効果が役
に立つ場合がある。
【００３９】
　図６で示される別のアプリケーションは、トラフィックシグナリングである。ここで、
照明ユニット１２は、たとえば矢印の形状のパターンで配置される複数のＬＥＤといった
矢印の形状で光源を有する。この例における個々の照明ユニット１２は、電源（図示せず
）にワイヤによりそれぞれ接続される。この例では、対応するパワーラインインタフェー
スが設けられる、ベースステーション１０からパワーラインの通信を通して制御が行われ
る。低周波の交流の電源電圧を通して高周波信号の変調を使用したパワーライン通信は、
当業者にとって知られており、更に説明される必要がない。この例における共通の電力接
続は、共有の媒体として役割を果たし、この場合、アドレス指定は、先の例で記載された
ように行われる。
【００４０】
　図６に示される照明システムの動作の間、照明ユニット１２は、右から左に移動する矢
印を示すためにシーケンシャルなやり方で動作する。このように、たとえばトラフィック
について、又は緊急事態において、シグナリングが提供される。
【００４１】
　先に与えられた例に対して可能性のある幾つかの変更が存在する。
【００４２】
　ＲＦＩＤリーダの代わりに、ベースステーション１０は、図４に示されるように、バー
コードリーダ４２を有する場合がある。バーコードラベル４４は、ＭＡＣアドレスを含む
照明ユニット１２に付属される。ベースステーション１０は、上述されたように、ＭＡＣ
アドレスを読取り、さもなければコンフィギュレーションステップを実行する。
【００４３】
　コンフィギュレーションインタフェースの更なる代替として、低い送信電力による赤外
線通信（及び、ベースステーションの周辺に配置される照明ユニットに通信領域を制限す
る任意に機械的に揃えられるＩＲダイオード）が使用される場合がある。
【００４４】
　別の可能な変更として、無線通信が暗号化される場合がある。ベースステーション１０
と照明ユニット１２の間の最初の通信の暗号化の個々の鍵は、照明ユニット１２の無線イ
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ンタフェース２０に含まれるのと同様に、ＲＦＩＤタグ２２又はバーコードラベル４４に
含まれる場合がある。
【００４５】
　ベースステーション１０及び／又は照明ユニット１２は、コンフィギュレーションモー
ド等をアクチベートするために装置をオン又はオフにスイッチするための、たとえばパワ
ーオンスイッチ等といった更なる入力手段を含む。照明ユニット１２は、たとえば予め決
定されたレートでフラッシュすることで、ステータス情報を表示する光源１４を使用する
場合がある。
【００４６】
　ベースステーション１０は、アプリケーションプログラム等をアップロード及び変更す
るためにパーソナルコンピュータ（又は匹敵する装置）に接続される場合がある。コネク
ションは、たとえばＵＳＢインタフェースである場合がある。
【００４７】
　先の例では、同一であるとして常に示された照明ユニットは、異なるタイプからなる場
合がある。照明ユニット１２は、最初のコンフィギュレーションフェーズの間にベースス
テーション１０にそれらの機能を発する場合がある。これは、ＵＰｎＰサービス記述に類
似して、アナウンスメントメッセージの標準化を必要とする。
【００４８】
　照明ユニット１２を順次に動作するアプリケーションプログラムに加えて、ベースステ
ーションは、（たとえば「連続オン“continuous　on”」、「コモンモードディミング“
common-mode　dimming”」、又は「コモンモードカラーチェンジ“common-mode　colour
　change”」といった）同時に、同様に全ての照明ユニット１２を動作するアプリケーシ
ョンプログラムを含む場合がある。
【００４９】
　先の例において不揮発性メモリとして説明されたコンフィギュレーションメモリ３４は
、たとえばＲＡＭメモリといった揮発性である場合がある。しかし、ベースステーション
１０がパワーオフされるたびに全てのコンフィギュレーションデータが失われる。
【００５０】
　ベースステーション１０は、代替的に、それらにタッチするか又はそれらを示すことで
照明ユニットをコンフィギュアする“マジックワンド”として使用される、長く延びたロ
ッドとしての形状である場合がある。
【００５１】
　個々の例の上述された特徴は、更に記載された変更と同様に、所与のアプリケーション
について望まれるように結合される。要するに、上述された照明システムは、容易にフレ
キシブルにコンフィギュア可能であり、分散された光源の複雑なシーケンシャルな動作を
可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】ベースステーション及び照明ユニットの第一の実施の形態の象徴的な表現を示す
図である。
【図２】照明システムのコンフィギュレーションの象徴的な表現を示す図である。
【図３】照明ユニットのコンフィギュレーションの象徴的な表現を示す図である。
【図４】ベースステーション及び照明ユニットの第二の実施の形態の外観図である。
【図５】照明システムの第一の例を示す図である。
【図６】照明システムの第二の例を示す図である。
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